


久留米小郡都市計画風致地区の変更（久留米市決定）

　久留米小郡都市計画筑後川風致地区ほか１風致地区を次のように変更する。

面　　　積 備　　　考

約１９９ha

約３６ha

　　「位置及び区域は計画図表示のとおり」

理　　　由
　

筑後川風致地区

正源寺風致地区

　　別紙のとおり

名　　　称
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（別紙） 

 

理  由  書 

 

久留米市の風致地区は、樹林地や丘陵地、水辺等の良好な自然環境を保持している

区域や、史跡、神社仏閣等がある区域等を対象に、都市の風致を維持するため、昭和

１４年に当初の都市計画決定を行っている。また、昭和４５年には、『風致地区内に

おける建築等の規制に関する条例（福岡県条例第２６号）』を制定し、『同条例施行規

則（福岡県規則第３７号）』に基づき、地域の特性に応じた種別を指定したことによ

り、風致地区内における規制が開始され、これまで風致の維持に努めてきた。 

しかしながら、指定から約８０年が経過し、その間の都市化の進展に伴う風致の消

滅、また、公共事業の推進による地形地物の変化など、風致地区を取り巻く環境が大

きく変化している状況を踏まえ、当初指定した風致地区のあり方を検証する必要性が

生じている。 

そのため、『久留米市都市計画マスタープラン（令和 2年 3月改訂）』や『久留米市

緑の基本計画（平成 30 年 6 月策定）』において、近年の都市化の進展等の土地利用の

変化を踏まえ、現状の風致の維持に配慮しつつ、地域の実情に応じた見直しを進める

方針を位置づけている。 

このような状況から、久留米市では、風致地区の見直し方針等を定めた『久留米市

都市計画公園・緑地等における見直しガイドライン（平成 30 年 7 月策定）』を基に、

風致地区の評価・検証を行い、変更を行うものである。 
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■筑後川風致地区 

筑後川風致地区は、昭和１４年に１５０．８ｈａで指定されており、昭和３７年

に五穀神社風致地区を包含して現在の１７２．２ｈａとなっている。その後、昭和

４５年に種別指定を行い、第２種風致地区として許可基準を設けている。 

本区域は、国土交通省筑後川河川事務所の引堤工事による堤防の位置に合わせて

変更するとともに、都市計画緑地 1 号リバーサイドパーク、都市計画公園８・３・

７５２号篠山公園、都市計画公園８・４・７５１号筑後川公園の区域変更に伴い、

風致地区の区域変更を行うものである。 

 

 

■正源寺風致地区 

正源寺風致地区は、昭和１４年に５３．２ｈａで指定されており、昭和３７年に

面積変更がなされ、現在の５２．８ｈａとなっている。その後、昭和４５年に種別

指定を行い、第２種風致地区として許可基準を設けている。 

本区域は、都市化の進展により指定当初の風致環境が変化している地区が見られ、

また、都市計画道路３・５・２４号御井町高良内町線の一部廃止や、都市計画公園

５・５・５０１号正源氏公園の区域変更に伴う区域界の見直しが必要な地区もある

ことから、維持・保全すべき風致環境と現状に見合った区域の明瞭化を行うため、

区域変更を行うものである。 
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下線部は新 （　　）は旧

番　号 名　称

第１号 筑後川風致地区 久留米市長門石町 一丁目、二丁目

京町 五丁目、字旧練兵場

小森野町 字三ツ色

大石町 字西油田、字豆津

旭町

洗町 字二丁目、字三丁目

篠山町 六丁目

東櫛原町 字浪打、字小城ウ楚、字柳鶴、字沖鶴、字干
溝、字ウキ、字コクウ藏、字太田、字前畑、字
掛目、字前ノ町、字ラテ、字川久保、字掛目
前、字西小路、字渕ノ上、字久留原、字水洗、
字上田、字狩町、字前出町、字猿楽田、字松
本、字草利、字矢形町、字牛嶋、

（字中畑、字明田、字亀甲、字高橋）

合川町 字佛事出、字井蒲口、字先香出

通外町 字東外町

瀬下町 字浜町、字横町

高野一丁目

宮ノ陣一丁目

第２号 正源寺風致地区 久留米市野中町 字東原、字上ノ原、字城蓮輪、字上城蓮輪、

字池谷、（字隈）

御井町 字打越、字石橋

国分町 字隈山、（字川原）

約３５．６ha
（約５２．８ha）

新 旧 対 照 表

備考面積

名　　　　　称

位　　　置

約１９９．２ha
（約１７２．２ha）
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